特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年9月13日425号
第16回里山講演会　秀吉と淀川　50人の参加　城陽市で初開催　大成功　
城陽市男女共同参画支援センター　地元から20人参加　
宇治市木津川市八幡市伏見区乙訓郡からも参加　戦国武将は経済感覚が優れて、物資や交易振興のために舟運には苦心していた。秀吉は、伏見城で京都をにらみ大阪城で交易を睨んで築城していった、等のおはなしがあった。又大阪のまちづくりは、大量輸送については牛馬によるのは不可能なので、水上輸送が鉄道や自動車の時代までの長年主力であった。
参加者の感想
●オオムラサキの幼虫は榎につく　
●やましろ里山の会の幅広い活動に感服します。地域の歴史はまだまだ知られていない部分も有り、これを広く知らせて行くのは、地域を盛り上げて行くにも大切なこと、又参加したいと思います。　　

●近くにいながら木津川の細かなことは全く分からずに現在に至っていました。本当にやましろ里山の会の究極のお仕事の積み重ねに頭が下がりました。今後も自然を保っていかれることを応援しております。いかにして川を利用して都が栄えた、又、如何に利用活用したか、ざっくりと理解できました。
●お世話さまでした。いい講演会でした。
●｢秀吉と淀川｣についての講演で、まず最初に明智光秀との山崎合戦より始まり、今の大阪市の元を築いた経済などを詳しく講義して戴きありがとうございました。
●｢秀吉と淀川｣が最初です。二枝様に誘われて参加しました。本音の話を聞かせていただきました。ありがとうございました。
●秀吉をはじめとした戦国武将は、経済観念がしっかりしており、水運というのはその象徴だという事がよくわかった。軍事的、経済的に淀川を抑えるべき、大阪城と伏見城がつくられたのは必然だと感じた。大変有意義な講義をありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　
●秀吉の朝鮮征伐の話で、耳塚と大阪城の意外な関わりがわかってよかった。
木津川カヌーの日制定めざして　笠置から銭司まで8人とスタッフ6人が下る。来年9月14.15.16日。21.22.23日どちらかで開催決定
里山農園　種まき　10日5人で実施　大根、ホウレンソウ、ミズナ、キクナ、ミブナ、キレハミズナ、ヒノナ、チンゲンサイ、カブラなど8種類の種をまきました。昨年に比べて一週間早い種蒔でした。月末ごろには間引きを始めなければなりません。ご協力お願いします。順調に生育すれば11月の文化祭に間に合えばおすそ分けができるのではないでしょうか。間も無くサツマイモの収穫も間近かに迫っています。稲刈り時期には焼き芋も自家製で焼いてみたいものです。黒豆もさやが大きくなり始めています。里山農園だけ見ても早くも実りの秋がそこまで来ています。
稲刈り体験参加者募集中　9月22日　集合10時普賢寺小学校前　参加費　大人も子供も500円
当日受付で納入下さい。　おいしい新米のごはんとみそ汁を用意します。稲刈り作業後は束ねて、稲運び、はさ掛け、脱穀、落ち穂広い、籾のより分け、乾燥機投入まで一貫作業を体験いただきます。
足踏み式脱穀機を少し使ってみます。藁を乾燥する、はさ架け　も実行します。なかなかここまでの作業は出来ないと思います。多くのご参加をお待ちしています。何もかも終了した後、田圃で豊作を祝って自然の恵みに感謝して子どもたちに樽神輿を巡行してもらいます。是非お越しください。お待ちしています。
二百十日や二百二十日が過ぎるころ田圃の稲に穂が頭を持ち上げ、いよいよ本格的に米の実りが始まり、穂が重たくなります。里山の会の田圃でも、穂が少し垂れ始めました。昨年は今頃、猪が田圃にはいりました。しっかり柵を見回らなければなりません。打田のお米は山間部という立地条件なので昼夜の温度差が大きく美味しいお米が生産されます。一度口にされたら、必ず購入希望が届きます。
新米御注文受付中　値段は事務局まで問い合わせてください。今のところ昨年と同額（玄米30kg）で自宅まで配達します。精米費用は30kg300円の追加が必要です。購入希望は　副理事長大村さんまで電話ください。
木津川の秋の花散策　15日　木津川の両岸を自動車で移動します。午前9時山城大橋西詰めを出発して12時解散です。木津川花散策の最終回として全コースを踏破します。９時間には出発します。
第2回古川水ウォッチング　15日　集合：午前9時30分城陽市北部コミュニティセンター　１古川城陽域の散策，２水質検査　３古川の魚展示　城陽域を流れる古川は、かなり美しくされて来ました。先日の大雨では排水機がフル稼働しましたが、浸水被害を発生させました。危険な川でもあります。しっかり観察し更に良い川を目指していきましょう。みなさんのご参加をお待ちしています。
野鳥観察会　23日　木津川流域センター(木津川市山城町北河原　24号線　開橋南方100ｍ)
午前9時00分～12時解散

渡りの中継地として絶好の場所が木津川の河川敷や草原です。ちょうど渡りの季節に当ります。今年は何種類を確認できるでしょうか。

会誌23号の原稿募集　　募集締め切り日：9月20日　調査研究報告　活動参加の感想文　仲間の広場への意見やなんでも　特集｢私の○○○｣と題したご意見随筆なんでも　およせください。メールでの投稿歓迎　≪書式　Ｂ４　10.5ポイント　空白：上下左右24ｍｍ≫
30日　あらす自然こどもまつり　3000人の参加が見込まれています。里山の会は植物観察の指導を担当します。また得意の綿菓子の販売を準備しています。協力券は100円受付で納めて下さい。売店は（イカ焼き。タコ焼き、うどん、焼き鳥、ケーキ等目白押し）です。ステージも終日出演されます。芋堀も2株500円のサービス、揃ってお越しください。
植物部会の木津川の視察を7日に行ってきました　タコノアシが見ごろでマツカサススキも確認できました。なかなかオガルカヤが見つからず苦労しました。クズの花やセンニンソウも見頃です。つい最近までキツネノカミソリが盛りでしたがまだ咲いているでしょうか？
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

